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　本市の都市の成り立ちや土地利用としてのまとまり，各地

域の特色等を踏まえ，市域を５つの地域に区分し，各地域の

現状と課題を整理し，地域特性を踏まえた将来のまちづくり

の方向を示します。

地域別構想
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１　地域別構想の目的等

　全体構想では，本市が目指す『ネットワーク型コンパクトシティ』の実現に向け，都市計画に関

する部門別の基本的な方針を総合的・体系的に示したところですが，その具現化のためには，地

域ごとの具体的で様々な取組が必要となります。

　そのため，地域別構想では，本市の都市の成り立ちや土地利用としてのまとまり，各地域の特

色等を踏まえ，市域を５つの地域に区分し，全体構想で示した中長期的な視点に立った目指すべ

き将来都市構造や土地利用の方向性などと整合を図りながら，各地域の現状と課題を整理し，地

域特性を踏まえた将来のまちづくりの方向を示すものとして策定します。

■全体構想と地域別構想の関係

（１）地域別構想の目的

≪全体構想≫

　ネットワーク型コンパクトシティ
の実現に向けて，目指すべき将来都市
構造や土地利用の方向性，各部門別の
方針を総合的・体系的に示す。

≪地域別構想≫

　市域を５つの地域に区分し，全体構
想との整合を図りながら，各地域の現
状や課題を整理し，地域特性を踏まえ
たまちづくりの将来方向を示す。

北東部地域

（上河内・河内）

北東部地域

（上河内・河内）

北西部地域

（篠井・富屋・城山・国本）

北西部地域

（篠井・富屋・城山・国本）

中央地域

（本庁・宝木・豊郷）

中央地域

（本庁・宝木・豊郷）

東部地域

（清原・平石・瑞穂野）

東部地域

（清原・平石・瑞穂野）

南部地域

（姿川・陽南・横川・雀宮）

南部地域

（姿川・陽南・横川・雀宮）
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　地域別の現況は，市街化調整区域が多くを占める北西部，北東部，東部地域で総面積の７割を

超えていますが，人口では約３割となっています。一方で，市街化区域が多くを占める中央，南

部地域は，総面積の約３割に対して人口では約７割を占めています。高齢化率は，北西部地域が

最も高く，次いで北東部，南部地域が続いており，新市街地のテクノポリスセンター地区等が立

地する東部地域は市平均より低くなっています。

■面積　＊総面積　416.85k㎡

■人口　＊総人口　520,407 人（H30.1.1 現在）　■世帯数　＊総世帯数　222,990 世帯（H30.1.1 現在）

■地域別年齢別人口構成

出典：平成 27 年国勢調査

（２）地域別の現況

北西部
107.2k㎡

25.7%

北東部
104.6k㎡

25.1%

中央
57.9k㎡

13.9%

東部
82.7k㎡

19.8%

南部
64.2k㎡

15.4%

北西部
43,455人
8.4% 北東部

44,757人
8.6%

中央
201,787人
38.8%

東部
70,895人
13.6%

南部
159,513人
30.7%

北西部
16,724世帯
7.5% 北東部

16,519世帯
7.4%

中央
93,291世帯
41.8%

東部
29,550世帯
13.3%

南部
66,906世帯
30.0%

13.7 13.9 14.0 12.9 14.8 14.1

63.2 60.2 61.5 64.9 63.5 62.6

22.9 25.8 24.5 22.2 21.7 23.4

0

20

40

60

80

100

全市 北西部 北東部 中央 東部 南部

（％）

年少人口 生産年齢人口 老年人口
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■将来都市構造における北西部地域の位置

■主要データ

２　地域別構想

北西部地域

篠井地区篠井地区

富屋地区富屋地区

国本地区国本地区

城山地区城山地区

地域拠点

（上河内地区）へ

都心拠点へ

鹿沼市へ

日光市へ

土
地
利
用

1919

99

4848

22

77

55
44

2525

88

2424
22

55

1515

33

33

33

88
22 33

北西部

田

畑

山林

水面

その他の自然地

住宅用地

商業用地

工業用地

公益用地

道路用地

交通施設用地

公共空地

その他の公的施設用地

その他の空地市全体

人
口
・
世
帯
数

人口

世帯
42,358 43,223 43,618 44,015 44,347 44,166 44,259

14,545 15,333 16,060 16,722 17,448 17,978 18,619

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2000
(H12)

2003
(H15)

2006
(H18)

2009
(H21)

2012
(H24)

2015
(H27)

2018
(H30)

（世帯）（人）

出典：住民基本台帳（各年９月末）

出典：平成 28 年都市計画基礎調査
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（１）現状と課題

〇 本地域は，北西部の山並みや北部丘陵の豊かな自然など山林や農

地が多く，また，自然岩による独特の自然景観や採取場跡地，大

谷石建築物など本市ならではの魅力ある多様な地域資源を有する

大谷地域，歴史と自然が魅力となっている多気地区，アウトドア

施設等の自然体験機能が充実している古賀志地区，さらには，農

林業の振興と地域の活性化を図る「農林公園ろまんちっく村」や，

自然とのふれあいや体験活動等のレクリエーション拠点となって

いる「平成記念子どものもり公園」など豊かな自然環境や観光・

交流資源に恵まれています。

〇 これらの地域資源等を活かした北西部地域の活性化を図る上では，

その保全・整備とともに，点在する観光・交流資源の有機的な連

携や体験型・参加型観光の促進など，近年の観光ニーズの多様化

等に対応していくことが課題となっています。

〇 地域の基幹産業である農林業は，観光農業や「農林公園ろまんちっ

く村」での直売など，都市と農村の交流による活性化の取組とと

もに，農林業の基盤となる優良な農地・森林などを適切に保全し

ていく必要があります。また，これを支える良好な定住環境や市

街化調整区域の地域拠点・小学校周辺を中心とした地域の活力，

コミュニティの維持が課題となっています。

〇 公共交通は，中心部から放射状に伸びる国道・県道を通るバス路

線網が形成されていますが，地域内に集落が点在していることか

ら，今後の高齢化の進行などに対応した地域内交通の充実が課題

となっています。

〇 産業拠点である宇都宮インターチェンジ周辺では，広域交通の結

節点としての立地特性を活かした土地利用の誘導が求められてい

ます。

 ▲ 榛名山と田園

 ▲ 大谷景観公園周辺の岩肌

 ▲ 古賀志山とその家並み

 ▲ 農林公園ろまんちっく村

 ▲  うつのみや平成記念 

子どものもり公園
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（２）地域整備の将来イメージ

「「緑豊かな自然環境に恵まれた，緑豊かな自然環境に恵まれた，

ふふれあいと交流・定住環境づくり」れあいと交流・定住環境づくり」

　地域の特色である北西部の山並みや北部丘陵などの豊かな自然環境や観光・交流資源の活用や，

観光と農林業との連携強化により，都市と農村の交流などを通した地域の活性化を図るとともに，

それらの地域資源を次世代に引き継げるよう，良好な定住環境を維持しながら，適切な整備・保

全を図ります。

（３）地域整備の主要方針

１） 市街化調整区域の地域拠点や小学校周辺を中心とした地域コミュニティや活力の

維持向上

 　地域コミュニティの核となる市街化調整区域の地域拠点（篠井・富屋・国本・城山の各地区市

民センター周辺）や小学校周辺（国本西・城山西の各小学校周辺）では，周辺の自然・田園環境

等と調和しつつ，地域が主体となった良好な居住地形成を促進することなどにより，地域の活力

やコミュニティの維持・向上を図ります。

２）大谷地域を核とした魅力ある観光拠点の形成

 　大谷地域を核として，地域の歴史・文化，自然景観，農産物などの資源を活かした体験型・参

加型観光の促進や，大谷周辺地域に分布する地域資源の連携による周遊を促進するなど，魅力あ

る観光拠点の形成を図ります。

３） 宇都宮ＩＣ周辺における地域活性化等につながる産業拠点の形成

 　産業拠点である宇都宮インターチェンジ周辺では，周辺の良好な自然環境の保全や流通業務等

の立地需要を踏まえながら，広域交通の利便性を活かした北西部地域の活性化等につながる計画

的な土地利用を誘導します。
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４）豊かな田園空間を活かした既存集落の定住環境の維持

 　集落地においては，地域の生活を支える道路など生活環境施設の充実，地域と行政等との協働

による地域内交通の充実などにより，既存集落の定住環境の維持に努めます。また，豊かな田園

をはじめとする農業地は，安定的な生産を確保するため，その保全を図ります。

５）貴重な自然環境・景観の保全・活用

 　本市における緑のネットワークの骨格であるとともに，自然と身近に触れ合うことができる地

域資源である北部丘陵の豊かな自然環境と潤いある自然景観は，森林の適正な維持管理や環境と

調和した活用により保全・継承を図ります。
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（４）分野別の地域整備方針

１）土地利用の方針

〇 地域南部の市街地では，主にゆとりある良好な低層住宅地を形成します。また，幹線道路沿道の

市街地では，住宅と住宅以外の用途が調和した住宅地の形成など市街地環境の向上を図ります。

〇 集落地は，集落性や農業生産基盤など地域の状況を踏まえながら，生活道路など生活環境施設の

充実など定住環境の維持に努めます。特に，地域コミュニティの中心となる市街化調整区域の地

域拠点や小学校周辺では，周辺の自然環境や営農条件，景観等との調和に配慮しながら，良好

な居住地の形成を誘導するなど，地域の活力やコミュニティの維持・向上を図ります。篠井ニュー

タウン地区等では，地区計画などにより周辺の豊かな自然環境と調和した良好な住環境を維持・

保全します。

〇 産業拠点である宇都宮インターチェンジ周辺では，良好な自然環境の保全に配慮しながら，広

域交通の利便性などの立地特性を活かした流通業務機能のほか，地域活性化等に資する交流機

能の配置など，計画的な土地利用を誘導します。

〇 田川，姿川流域の農業地は，その維持・保全を図るとともに，良好な営農環境の維持に努めます。

〇 観光拠点である大谷周辺地域では，良好な自然環境の保全に配慮しながら，地域活性化や交流

人口増加につながる観光機能の立地誘導など土地利用を誘導します。

〇 県立自然公園をはじめとする森林地では，豊かな自然環境や景観の保全を図るとともに，自然

を活かしたレクリエーション空間としての活用を図ります。

２）交通体系の整備方針

〇 都市計画道路の整備をはじめ，観光拠点である大谷周辺地域に広く点在する地域資源の連携な

ど地域の道路ネットワークの強化を図ります。

〇 広域連携交流軸である東北自動車道の利便性の向上や地域の振興を図るため，（仮称）大谷スマー

トインターチェンジの整備を推進するとともに，その周辺土地利用を検討します。

〇 拠点間を連絡する幹線的なバス路線のサービス水準の維持・向上や地域の日常生活を支える地域

内交通の充実を図るとともに，東西基幹公共交通であるＬＲＴの JR 宇都宮駅西側延伸や観光振

興とも連携した交通手段の導入を検討するなど，公共交通ネットワークの充実・強化を図ります。
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３）緑のネットワークの方針

〇 本市における緑の軸であり，その骨格である北部丘陵の山林は，多様な生物の生息地として，ま

た，環境負荷の少ない都市の形成のため，その保全・育成を図ります。

〇 緑の骨格と一体となって豊かな自然環境を形成している姿川・田川や地域全体に広がる田園を

適正に保全します。

〇 釜川の水源となっている弁天沼周辺は，周辺の樹林地等も含めた一体的な自然環境の保全に努

めます。

〇 多気山は，市指定文化財である社
しゃそう

叢（社寺森）などの歴史性や自然環境を活かし，観光拠点に

おける資源として保全・活用に努めます。

〇 自然とのふれあい拠点である森林公園や農林公園ろまんちっく村，平成記念子どものもり公園

などは，自然との共生や体験型公園としての活用を図ります。

４）景観形成の方針

〇 北部丘陵の山林がつくる山並みの稜線や緑の景観，また，日光街道など「旧街道」の趣を感じ

させる景観については，その保全に努めます。

〇 大谷地域では，地域振興，活性化を推進するための総合的な振興策を講じるとともに，大谷石

建築物などの歴史的建造物等の保全・活用や，「石の里大谷」にふさわしい，特徴的な自然景観

を活かした景観形成の誘導を図ります。

５）その他のまちづくりの方針

〇 「農林公園ろまんちっく村」を核として，農地を活用した農業体験や農産物の直売など，点在す

る体験交流機会の有機的な連携により，都市と農村の交流を促進します。

〇 北西部地域における生涯スポーツの受け皿として，地域特性や立地環境等を踏まえながら，体

育施設等の整備に取り組みます。

〇 篠井インターチェンジによる都市拠点等へのアクセス性などを活かしながら，地域の活性化や

生活利便性の向上による定住環境の維持・向上に取り組みます。
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■地域整備方針図

都心商業業務地
都心業務地

近隣商業地

低層住宅地

一般住宅地

複合住宅地

都心居住地

沿道複合地

産業流通地

農業地

集落地

森林地

河川

大規模公園・緑地

大規模施設

小学校

中学校

市役所

地区市民センター

小

中

環境軸

都市拠点

地域拠点

交通結節点周辺

産業拠点

観光拠点

地域コミュニティ

維持エリア

拠点

都市軸

高速道路

新幹線

みどりの軸

清流軸　基幹公共交通（鉄道）

　基幹公共交通（LRT）

　道路ネットワーク

　（3環状12放射道路など）

広域連携交流軸 地域連携交流軸

産業軸

産業軸

主要施設

土地利用

（地域高規格道路）

地域拠点

（上河内地区）へ

都市拠点へ

鹿沼市へ

日光市へ

地域内交通の充実

（地域全体）

北西部地域体育施設等

の整備

市街化調整区域の地域

拠点では，地区計画制度

等を活用した居住地形成

観光振興と連携した周

遊型の交通手段の導入

市街化調整区域の小学

校周辺では，地区計画

制度等を活用した居住

地形成

森林公園を自然との共

生や体験型公園等とし

て利活用

多気山の歴史性や自然

環境の保全・活用

総合的な地域振興策と

「石の里大谷」にふさ

わしい景観の保全・創出
（仮称）大谷スマート

IC の整備

ＬＲＴ西側延伸の検討

バス路線のサービス水

準の維持・向上

弁天沼周辺の自然環境

の保全

・道の駅うつのみやろま

んちっく村を自然との

共生や体験型公園とし

て活用

・都市と農村の交流促進

田川サイクリングロー

ドの整備

宇都宮 IC 周辺の産業拠

点への土地利用誘導

日光街道の「旧街道」

の趣を感じさせる景観

の保全

・北部丘陵の山林の保全・

育成

・山並みの稜線や緑の景

観の保全

平成記念子どものもり公

園を自然との共生や体験

型公園として利活用
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■将来都市構造における北東部地域の位置

北東部地域

上河内地区上河内地区

河内地区河内地区

都心拠点へ

地域拠点

（テクノポリス

センター地区）へ

塩谷町へ

さくら市へ

高根沢町へ

地域拠点

（富屋地区）へ

土
地
利
用
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出典：住民基本台帳（各年９月末）

出典：平成 28 年都市計画基礎調査

■主要データ
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（１）現状と課題

〇 本地域は，上河内地区の象徴的な存在である羽黒山を起点として

西部に山々が連なるとともに，鬼怒川などの流域に肥沃な田園が

広がるなど，豊かな水と緑の自然環境と良好な居住環境が調和し

た地域となっています。

〇 鬼怒川流域に広がる田園地帯では，「日本の里 100 選」に選ばれ

た「西下ヶ橋地区」，宿場町の趣が残る「白沢宿」，集落の屋敷林

など誇れる田園・集落環境が残っており，これら貴重な資源を守り，

次世代に引き継いでいく必要があります。

〇 また，古くから人々の信仰を集めてきた羽黒山や鬼怒川河川敷の

緑水公園を含む一帯は，自然や歴史文化的資源に恵まれており，

その有効活用にあたっては，点在する資源を有機的に連携させる

ことが課題となります。

〇 市街地は，岡本駅周辺や国道 293 号と主要地方道藤原宇都宮線が

交差する中里原地区などに形成されています。

〇 岡本駅周辺では，駅西口地区においてスプロール化した市街地の

改善を図るとともに，　都市計画道路等の整備による交通結節機能

の強化などを図るため，土地区画整理事業を進めています。

〇 上河内スマートインターチェンジ等による広域交通の利便性や豊

かな地域資源を活かした地域の活性化が求められています。

〇 地域の農業振興や農村地域の活性化のため，その基盤となる優良

な農地の適切な保全や，これを支える良好な定住環境，市街化調

整区域の地域拠点・小学校周辺を中心とした地域の活力，コミュ

ニティを維持していく必要があります。

〇 公共交通は，JR 宇都宮線や，中心部と地域拠点などを結ぶバス路

線が幹線的な役割を果たしています。今後の高齢化の進行などに

対応するため，幹線的な公共交通やそれを補完する路線バス，地

域内交通などの充実が必要になっています。

 ▲ 羽黒山

 ▲ 西鬼怒川と田園

 ▲ 西下ヶ橋の里山風景

 ▲ 白沢宿のまちなみ

 ▲  奈坪台団地
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（２）地域整備の将来イメージ

「「身近な田園と共生する，身近な田園と共生する，

潤潤いの空間とゆとりある居住環境づくり」いの空間とゆとりある居住環境づくり」

　恵まれた自然や豊かな田園環境，その中で培われた風景，歴史文化資源を活かした地域の活性

化を図るとともに，ゆとりや潤いを感じることができる良好な居住環境の形成を図ります。

（３）地域整備の主要方針

１） 岡本駅周辺の交通結節機能の充実に合わせた良好な居住環境の形成

 　地域拠点である岡本駅周辺では，駅西地区における都市計画道路等の整備など土地区画整理事

業の推進による交通結節機能の強化などと合わせて，日常的な生活サービスを提供する身近な都

市機能等を誘導し，良好な居住環境の形成を図ります。

２） 中里原地区における田園環境と調和した良好な居住環境の形成

 　地域拠点である中里原地区では，周辺の自然・田園環境等と調和しつつ，既存の都市基盤を活

用しながら，日常的な生活サービスを提供する身近な都市機能等を誘導し，良好な居住環境の形

成を図ります。

３） 市街化調整区域の小学校周辺を中心とした地域コミュニティや活力の維持向上

 　地域コミュニティの核となる市街化調整区域の小学校周辺（上河内東・白沢・岡本西・岡本北・

田原西の各小学校周辺）では，周辺の自然・田園環境等と調和しつつ，地域が主体となった良好

な居住地形成を促進することなどにより，地域の活力やコミュニティの維持・向上を図ります。

４） 地域資源を活かした産業や観光などの機能強化による地域活性化

 　上河内スマートインターチェンジによる広域交通の利便性を活かしながら，羽黒山などを核とし

た自然・景観，歴史文化，農産物等の多様な地域資源の有機的な連携を図るとともに，産業や観光・

交流等の促進による地域の活性化を図ります。
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５）豊かな田園環境・景観の保全・継承

 　清流軸である鬼怒川や周辺の田園風景，屋敷林など水と緑が一体となった豊かな自然環境とそ

れらが織り成す景観は，次代に継承すべき貴重な地域の資源として，その維持・保全を図ります。

（４）分野別の地域整備方針

１）土地利用の方針

〇 地域拠点である岡本駅周辺では，日常生活を支える商業地として，商業・業務・サービス機能

等の集積を図るとともに，周辺の市街地では，日常生活の利便性と快適性を兼ね備えた住宅地

を形成します。

〇 地域拠点である中里原地区では，国道 293 号と主要地方道藤原宇都宮線が交差する地域におい

て，日常生活を支える生活利便施設等の誘導を図るとともに，周辺の自然環境と調和したゆと

りある居住環境の形成を図ります。

〇 奈坪ニュータウンやグリーンタウンなどの良好な住環境が形成されている住宅地は，ゆとりあ

る低層住宅地としての環境を維持・保全します。また，幹線道路沿道の市街地では，住宅と住

宅以外の用途が調和した住宅地の形成など市街地環境の向上を図ります。

〇 河内工業団地，河内中小工場団地及びそれらの周辺の産業集積地では，良好な産業地としての

生産環境を維持・強化します。

〇 鬼怒川流域などに広がる農業地は，その維持・保全を図るなど，良好な営農環境の維持に努め

ます。また，集落地は，集落性や農業生産基盤など地域の状況を踏まえながら，生活道路など

生活環境施設の充実など定住環境の維持に努めます。特に，地域コミュニティの中心となる市

街化調整区域の小学校周辺では，周辺の自然環境や営農条件，景観等との調和に配慮しながら，

良好な居住地の形成を誘導するなど，地域の活力やコミュニティの維持・向上を図ります。

〇 丘陵地の森林や鬼怒川沿いの緑地，平野部に分布する平地林など，豊かな自然環境や景観の保

全を図ります。

２）交通体系の整備方針

〇 岡本駅周辺では，都市計画道路等の整備や鉄道・バスとの連携など交通結節機能の充実を図り

ます。

〇 中心部や拠点間を結ぶ主要道路の整備や，拠点間を連絡する幹線的なバス路線のサービス水準の

維持・向上とともに，主要な公共公益施設や鉄道駅などを連絡する新たなバス路線を検討します。

また，合わせて，日常生活を支える地域内交通の充実を図ります。
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３）緑のネットワークの方針

〇 鬼怒川や周辺の樹林地とその周囲に広がる水田や屋敷林の保全に努めます。

〇 本市における緑のネットワークの骨格である北部丘陵の山林は，多様な生物の生息地として，ま

た，環境負荷の少ない都市の形成のため，その保全・育成を図ります。

〇 上河内緑水公園は，周辺のキャンプ施設等の自然体験機能などを活かし，レクリエーション拠

点として活用を図ります。

〇 上河内地区のシンボルである羽黒山は，歴史性や自然環境を活かし，保全・活用に努めます。

〇 地域拠点である岡本駅周辺地区や中里原地区，産業拠点である河内工業団地などにおいて，快

適な都市環境の維持や潤いある景観形成のため，緑化を推進します。

５）景観形成の方針

〇 本市北東部地域の玄関口であり，地域拠点でもある岡本駅周辺では，駅舎や駅前広場等の周辺

施設の景観を保全・活用しながら，それらと調和した賑わいと駅東西のつながりが感じられる

良好な駅前景観の形成を進めます。

〇 かつて奥州街道の宿場町として栄えた白沢宿の面影を残す集落では，「歴史・自然・文化」が一

体となった景観を「ふるさとの記憶」として伝承していくため，その街並み保全など地域の景

観形成を図ります。

６）その他のまちづくりの方針

〇快適な生活環境の確保や公共用水域の水質保全を図るため，公共下水道の整備を推進します。

〇 羽黒山周辺など貴重な自然環境や地域資源を活用するため，関連する道路やサイクリングロー

ドの整備を推進します。

〇 温泉施設と農林業交流施設からなる上河内地域交流館（梵天の湯）を核として，地域の遊休農

地＊１ を活用した農業体験など都市と農村の交流を促進します。

４）市街地整備の方針

〇 岡本駅周辺地区は，駅西地区での土地区画整理事業により，都市計画道路などの都市基盤の整

備を推進するとともに，居住環境の整備改善を進めます

*1 遊休農地 ：耕作されておらず，かつ，引き続き耕作されないと見込まれる農地のこと。
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■地域整備方針図
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■将来都市構造における中央地域の位置

中央地域
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出典：住民基本台帳（各年９月末）

出典：平成 28 年都市計画基礎調査

■主要データ
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（１）現状と課題

〇 本地域は，栃木県の政治・行政・経済・文化の中心として，本市

だけではなく広域都市圏の発展をけん引する商業・業務機能など

の多様な都市機能が集積する都心地区とその周辺の住宅地域，田

園地域からなっています。

〇 地域の多くを市街地が占めていますが，北部には丘陵地などの自

然環境や田園空間が広がっており，特に，長岡周辺の丘陵地は，

市街地に残る貴重な自然となっています。また，地域内には，田

川や釜川など良好な自然・景観資源となる河川が貫流しています。

〇 都心地区では，広域都市圏の中核となる地域として市街地再開発

事業や広場の創出など継続的な取組を進めていますが，小売業販

売額や居住人口の減少など活力，魅力の低下が課題となっていま

す。

〇 ＬＲＴの整備を見据え，都心地区への多様な都市機能集約や交通

結節機能の強化，低未利用地の有効活用等による賑わい創出など

により，市内外の交流人口増加や都市全体の活性化・魅力向上に

つながるまちづくりが求められています。

〇 北部の田園地域では，農業振興や農村地域の活性化のため，その

基盤となる優良な農地の適切な保全や，これを支える良好な定住

環境，市街化調整区域の地域拠点・小学校周辺を中心とした地域

の活力，コミュニティを維持していく必要があります。

〇 都市基盤については，都心地区において戦災復興土地区画整理事

業や駅東土地区画整理事業等により道路網が形成されています。

また，小幡・清住地区や宇都宮大学周辺などでは道路・公園等の

公共施設の充実を図るため，土地区画整理事業を進めています。

〇 内環状線，都心環状線等の都市の骨格となる道路網が一部未整備

であるほか，地域の幹線となる都市計画道路等の都市基盤の整備

が課題となっています。

〇 公共交通は，JR 宇都宮駅東口を起点に清原工業団地やテクノポリ

スセンター地区などを結ぶＬＲＴの整備が進められています。今

後の高齢化の進行への対応や，中心市街地のポテンシャル向上，

来街者の増加など賑わい創出などを図るためには，JR 宇都宮駅西

側へのＬＲＴ導入や基幹的な公共交通を補完するバス路線などの

充実が必要になっています。

 ▲ JR 宇都宮駅周辺

 ▲ 長岡樹林地

 ▲ 田川の遊歩道

 ▲ 釜川プロムナード

 ▲  オリオン通り（中心市街

地）
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（２）地域整備の将来イメージ

「「都市の顔として魅力・風格，都市の顔として魅力・風格，

多多様な機能を備えた賑わいある都心づくりと様な機能を備えた賑わいある都心づくりと

そその周辺を囲む緑豊かな居住環境づくり」の周辺を囲む緑豊かな居住環境づくり」

　広域都市圏の中核都市としてふさわしい魅力と風格ある地域となるよう，中心市街地において

商業・業務・文化等の高次で多様な都市機能の集積を図りながら，賑わいと多様性のある都心の

形成を図るとともに，その周辺では緑豊かで快適な居住環境を形成します。

（３）地域整備の主要方針

１） JR 宇都宮駅周辺などの交通結節機能の向上と合わせた広域交流拠点の形成

 　JR 宇都宮駅周辺地区では，ＬＲＴや駅前広場，歩行者デッキ等の基盤施設整備による交通結節

機能の強化や，市街地再開発事業等の促進による商業・業務・生活・文化などの高次で多様な機

能の集積，ＬＲＴと一体となった魅力・風格ある景観形成などを進めることにより，本市の玄関

口にふさわしい広域交流拠点の形成を図ります。

　また，大通りを中心とする二荒山神社周辺や東武宇都宮駅周辺では，商業・業務・住居など多

様な都市機能の集積を図るための再開発等を促進します。

２） 公共交通の利便性や都市機能などのストックを活かしたまちなか居住の推進

 　ＬＲＴに合わせた交通基盤施設等の整備や公共交通の利用環境向上等による利便性の向上や，

商業，医療をはじめとした生活関連機能の充実など，居住環境の魅力を高めるとともに，再開発

等による良質な住宅ストックの形成や公的な賃貸住宅等の供給促進，住宅取得の支援などにより，

まちなか居住の推進を図ります。

また，小幡・清住地区では，土地区画整理事業の推進により，都市計画道路など都市基盤の充実

を図り，まちなか居住を促進する安全で快適な居住環境を形成します。
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３） 市街化調整区域の地域拠点や小学校周辺を中心とした地域コミュニティや活力の

維持向上

 　地域コミュニティの核となる市街化調整区域の地域拠点（豊郷中央小学校周辺）や小学校周辺（豊

郷北・海道の各小学校周辺）では，周辺の自然・田園環境等と調和しつつ，地域が主体となった

良好な居住地形成を促進することなどにより，地域の活力やコミュニティの維持・向上を図ります。

４） 中心市街地における賑わい創出と歩いて楽しい交流・回遊空間づくり

 　中心市街地では，市街地再開発事業等による商業・業務など多様な都市機能の集積や，中心商

店街の活性化，回遊性を高める公共交通の充実，歩行者・自転車の安全で快適な通行空間の確保

等により，暮らしやすく，活力と賑わいあふれる，歩いて楽しい交流・回遊空間づくりを進めます。

５） 水・緑や歴史文化資源を活かした個性と潤いある都市空間の形成

 　水と緑の自然・景観資源である田川や釜川を活かした水辺・散策空間の形成や，八幡山公園，

宇都宮城址公園を活かした緑豊かな憩いの拠点づくり，市街地再開発事業等によるオープンスペー

スの創出，歴史文化資源や公園・広場を結ぶ街路の緑化，大通りを中心とした沿道景観の創出な

どにより，個性と潤いのある都心空間の形成を図ります。

　また，戸祭山緑地，長岡樹林地など市街地とその外延部に残る貴重な緑や丘陵地を適切に保全し，

良好でゆとりある市街地空間の形成に努めます。
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（４）分野別の地域整備方針

１）土地利用の方針

〇 都市拠点である中心市街地では，JR 宇都宮駅や大通りの二荒山神社周辺での土地の高度利用を

図りながら，多様な都市機能の集積を誘導するとともに，都心環状線周辺では業務機能や都市

型住宅等の立地を誘導します。また，南宇都宮駅周辺では，商業・業務・サービス機能や中低

層住宅の立地誘導など，複合的な土地利用を進め，地域の日常生活を支える商業地の形成を図

ります。

〇 内環状線内側の都心居住地では，比較的密度が高い中高層住宅等を誘導しながら，良好な都心

居住環境の形成を図ります。

〇 内環状線外側では，地域の特性に応じた多様な居住地の形成を図ります。北部の丘陵地帯の住

宅地では，周辺の自然環境と調和した良好な低層住宅地の形成を誘導します。また，幹線道路

沿道の市街地では，住宅と住宅以外の用途が調和した住宅地の形成など市街地環境の向上を図

ります。

〇 産業拠点である宇都宮工業団地は，周辺環境との調和に配慮しながら，良好な産業地としての

生産環境を維持・強化します。

〇 市街地北部の田川流域などに広がる農業地は，その維持・保全を図るなど，良好な営農環境の

維持に努めます。また，集落地は，集落性や農業生産基盤など地域の状況を踏まえながら，生

活道路など生活環境施設の充実など定住環境の維持に努めます。特に，地域コミュニティの中

心となる市街化調整区域の地域拠点や小学校周辺では，周辺の自然環境や営農条件，景観等と

の調和に配慮しながら，良好な居住地の形成を誘導するなど，地域の活力やコミュニティの維持・

向上を図ります。

〇 また，北部の丘陵地帯の森林地は，豊かな自然環境や景観の保全を図るとともに，身近に憩い，

自然と触れ合うことができる空間として活用を図ります。

２）交通体系の整備方針

〇  都心部やその周辺における交通渋滞の緩和など円滑な移動が図れるよう，本市の骨格道路であ

る都心環状線・内環状線の４車線化や主要な放射状道路等の整備を推進します。

〇 都心部では，市民や来街者が便利に回遊できる環境を確保するため，東西基幹公共交通である

ＬＲＴの JR 宇都宮駅東側の整備と駅西側への導入に向けた検討を進めるとともに，都心循環バ

ス（きぶな号）の充実など公共交通ネットワークの充実・強化を図ります。また，歩行者の回

遊性を高める安全・快適な歩行空間の整備や，自転車を快適に利用できるシェアサイクル，駐

輪場等の駐輪環境の充実などを図ります。さらに，公共交通や歩行者等を中心としたまちづく

りを推進するため，中心市街地などにおける駐車場のあり方等を検討します。
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３）緑のネットワークの方針

〇 北部丘陵から市街地に 楔
くさび

状に入り込む緑の軸であり，山林や丘陵部の冷涼な空気を市街地に送

り込む「風の道」としての役割を担う宇都宮丘陵では，長岡公園，戸祭山緑地，八幡山公園等

の適切な整備・保全を図るとともに，民有地の緑の保全，中心市街地の連続性のある緑化を図

ります。

〇 戸祭山緑地や長岡公園は，身近な緑とのふれあい拠点として，市民協働による森づくりなどに

より緑の保全・育成を図ります。

〇 二荒山神社や宇都宮城址公園，八幡山公園は，都心部における貴重な緑空間，オープンスペー

スであることを踏まえつつ，都市防災や歴史文化，広域的な交流の拠点として形成を図ります。

〇 都心部では，個性と潤いのある都心空間の形成，魅力ある都市景観の形成のため，公共施設や

民有地内の緑化を進めます。

〇 地域を貫く田川や釜川，御用川を活かした魅力ある緑のネットワークの形成を図ります。

〇 緑豊かな都市環境の形成や都市における貴重な緑空間の保全・創出等のため，都市農地を保全・

活用するための仕組みや制度を検討します。

〇 また，郊外部等では，拠点間を連絡する幹線的なバス路線のサービス水準の維持・向上や地域の

日常生活を支える地域内交通の充実を図るなど，公共交通ネットワークの充実・強化を図ります。

４） 市街地整備の方針

〇 JR 宇都宮駅西口地区では，ＬＲＴや駅前広場等の交通基盤施設の整備による交通結節機能の強

化や賑わい空間の創出 , 市街地再開発事業等による高次で多様な都市機能の導入など，本市の玄

関口にふさわしい広域交流拠点の形成を推進します。

〇 JR 宇都宮駅東口地区では，交流広場等の整備と合わせて，コンベンション施設や商業施設等の

整備により，広域的な交流・賑わいの創出を図ります。

〇 大通りを中心とする中心商店街周辺や東武宇都宮駅周辺では，市街地再開発事業等による都市機

能の更新を推進するとともに，土地の高度利用と合わせたオープンスペースの創出を図ります。

〇 中心市街地で虫食い状に分布，増加する小規模駐車場など低未利用地は，まちの賑わいや交流

の場の創出につながる土地利用を促進するとともに，将来的には市街地整備手法等による土地

利用転換を通じた都市機能の集積促進につなげていきます。
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５）景観形成の方針

〇 魅力と風格ある都心景観の形成を図るため，本市の玄関口である JR 宇都宮駅周辺地区や，目抜

き通りである大通り地区では，二荒山神社等の歴史文化景観との調和を図りながら，個々の建

築物も含めて，地域の特性に応じた街並みの連続性や統一性などに配慮した整備を誘導すると

ともに，広告物の形態・色彩等の誘導を進めます。また，道路景観の整備やライトアップ等に

よる空間演出を行います。

〇 都心部における貴重な水辺空間である釜川の魅力を活かした景観まちづくりにより，市民・　来

街者が憩い・集い・行き交う街並み景観の創出を図ります。

〇 城下町の風情の残る小幡・清住地区では，旧日光街道沿いの歴史的資源などを活かした，歴史

と伝統が感じられる風格ある歴史文化景観の形成を図ります。

〇 未来のまちのシンボルとなるＬＲＴや，その沿線まちづくりとの連携を図りながら，ＬＲＴが

走る姿やＬＲＴからの眺望をより魅力的なものとするため，ＬＲＴ沿線の魅力・風格　ある景

観づくりを推進します。

６）その他のまちづくりの方針

〇 魅力と賑わいあふれる中心商店街づくりを推進するため，空き店舗の活用や商店街の魅力向上

に対する支援，官民連携でのオープンカフェの実施などにより，市民・来街者のアメニティの

向上や都心部の回遊性向上を図ります。また，釜川プロムナードや二荒山神社と宇都宮城址公

園を結ぶ歴史軸など地域の資源・特徴を活かした散策空間の形成を図ります。

〇 低層密集市街地や低未利用地等が残されている小幡・清住地区では，土地区画整理事業の推進

などにより，良好な居住環境の形成や都心環状線の整備による市街地交通の円滑化を図ります。

また，宇都宮大学東南部地区等では，土地区画整理事業の推進などにより，安全・安心で快適

な居住環境の形成を図ります。

〇 都市の低炭素化の効果的な促進を図るため，新たな交通軸となるＬＲＴ沿線をモデルエリアと

して，ＬＲＴのトランジットセンターへの省エネ・再エネ設備の導入や周辺街区も含めた　エ

ネルギーの効率的な利活用，端末交通＊１ における低炭素化などの事業の構築に取り組みます。

*1 端末交通 ： 鉄道等の主な交通手段と出発地や目的地の間の移動のこと。例えば、主な交通手段が鉄道の場合は，駅までの徒歩
やバス等の交通が端末交通にあたる。
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■地域整備方針図

都心商業業務地
都心業務地

近隣商業地

低層住宅地

一般住宅地

複合住宅地

都心居住地

沿道複合地

産業流通地

農業地

集落地

森林地

河川

大規模公園・緑地

大規模施設

小学校

中学校

市役所

地区市民センター

小

中

環境軸

都市拠点

地域拠点

交通結節点周辺

産業拠点

観光拠点

地域コミュニティ

維持エリア

拠点

都市軸

高速道路

新幹線

みどりの軸

清流軸　基幹公共交通（鉄道）

　基幹公共交通（LRT）

　道路ネットワーク

　（3環状12放射道路など）

広域連携交流軸 地域連携交流軸

産業軸

産業軸

主要施設

土地利用

（地域高規格道路）

地域拠点

（テクノポリス

センター地区）へ

地域拠点

（富屋地区）へ 地域拠点

（上河内地区）へ

地域拠点

（岡本駅周辺）へ

地域拠点

（瑞穂野団地周辺）へ

地域拠点

（江曽島駅周辺）へ

地域拠点

（城山地区）へ

長岡公園・戸祭山緑地・

八幡山公園等の適切な

整備・保全

交通結節点周辺（都市

機能誘導区域）へ誘導

策により居住や生活利

便施設等を誘導

産業拠点である宇都宮

工業団地では、良好な

産業地としての生産環

境等を維持・強化

市街化区域の幹線交通

軸（幹線道路等）の沿

線などの居住誘導区域

では，誘導策により居

住を誘導

市街化調整区域の地域

拠点では，地区計画制

度等を活用した居住地

形成

田川サイクリングロー

ドの整備

樹林地や住宅地の緑の

保全

内環状線の４車線化

雨水幹線の整備

（駒生川第４排水区）

雨水幹線の整備

（中丸川排水区）

ＬＲＴ西側延伸の検討

都市計画道路の整備

（宇都宮日光線）

水と緑のネットワーク形成

市街化調整区域の小学

校周辺では，地区計画

制度等を活用した居住

地形成
雨水幹線の整備

（奈坪川第１排水区）

雨水幹線の整備

（平出工業団地関連排水区）

都市拠点（高次都市機

能誘導区域・都市機能

誘導区域）へ誘導策に

より居住や多様な都市

機能等を誘導

土地区画整理事業

（宇都宮大学東南部地区）

の推進

都市計画道路の整備

（産業通り）

ＬＲＴの整備

産業拠点と IC 等を結ぶ

産業軸では，地域高規

格道路の整備等により

物流機能等を促進

河川の整備（奈坪川・石川）
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■地域整備方針図（都心地区）

都心商業業務地
都心業務地

近隣商業地

低層住宅地

一般住宅地

複合住宅地

都心居住地

沿道複合地

産業流通地

農業地

集落地

森林地

河川

大規模公園・緑地

大規模施設

小学校

中学校

市役所

地区市民センター

小

中

環境軸

都市拠点

地域拠点

交通結節点周辺

産業拠点

観光拠点

地域コミュニティ

維持エリア

拠点

都市軸

高速道路

新幹線

みどりの軸

清流軸　基幹公共交通（鉄道）

　基幹公共交通（LRT）

　道路ネットワーク

　（3環状12放射道路など）

広域連携交流軸 地域連携交流軸

産業軸

産業軸

主要施設

土地利用

（地域高規格道路）

東武宇都宮駅周辺整備

・交通結節機能の強化

・市街地再開発事業等による都市機

能の更新

・土地の高度利用と合わせたオープ

ンスペースの創出

土地区画整理事業の推

進（小幡・清住地区）

八幡山公園等の適切な

整備・保全

小幡・清住地区の歴史

ある街並み景観の保全

都心環状線の整備

水と緑のネットワーク形成

ＬＲＴ西側の具体化検討

大通りの魅力ある街並

み景観の形成

魅力ある中心商店街の

形成

・公共施設や民間敷地内の緑化，連

続性のある緑化

・安全で快適な歩行空間の整備

・シェアサイクルや自転車走行空間

の整備など自転車の利用・活用の

促進

・総合的な都心居住推進策の展開

・中心市街地などにおける駐車場の

あり方等の検討

・小規模駐車場等の低未利用地の利

活用の促進

（都心地区全体）

釡川周辺の魅力ある水

辺景観の形成

歴史文化拠点や広域的

な交流拠点としての形成

・市街地再開発事業等に

よる都市機能の更新

・土地の高度利用と合わ

せたオープンスペース

の創出

JR 宇都宮駅東口整備

・交流広場，歩行者デッ

キ等の整備

・交流と賑わいを創出す

るコンベンション施設

等の整備

・魅力と風格ある都市景

観の形成

JR宇都宮駅西口周辺整備

・交通結節機能の強化

・市街地再開発事業等に

よる都市機能の更新

・土地の高度利用と合わ

せたオープンスペース

の創出

・本市の玄関口にふさわ

しい広域交流機能の導

入検討

ＬＲＴ整備の推進
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■将来都市構造における東部地域の位置

東部地域

平石地区平石地区

瑞穂野地区瑞穂野地区

清原地区清原地区

都心拠点へ

地域拠点

（岡本駅周辺）へ

益子町へ

上三川町へ

高根沢町へ

真岡市へ

芳賀町へ

土
地
利
用

2626

1515

101022
1212

1212

22
55
22
99
33

2525

88

2424
22

55

1515

33

33

33

88
22 33

東部

田

畑

山林

水面

その他の自然地

住宅用地

商業用地

工業用地

公益用地

道路用地

交通施設用地

公共空地

その他の公的施設用地

その他の空地市全体

人
口
・
世
帯
数

人口

世帯
57,741 59,181 61,009 62,663

65,871 68,184 70,803

20,896 22,239
23,848 25,179

27,082
28,888

31,005

0

10,000

20,000
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40,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

（世帯）（人）
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(H12)
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(H15)
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(H18)
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(H21)
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(H24)

2015
(H27)
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(H30)

出典：住民基本台帳（各年９月末）

出典：平成 28 年都市計画基礎調査

■主要データ
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（１）現状と課題

〇 本地域は，鬼怒川流域に肥沃な土地と豊かな水資源に恵まれた田

園地帯が広がり，また，鬼怒川左岸台地の畑作地帯では，野菜・

果樹などの園芸農業が盛んであるなど，農業地域となっています。

〇 これらの自然的土地利用が多くを占めているとともに，清流軸で

ある鬼怒川が地域内を貫流しており，身近な自然と親しみ，ふれ

あうことができる地域となっています。

〇 また，内陸型工業団地として国内最大規模の清原工業団地や，瑞

穂野工業団地が立地しているほか，工業団地に近接した住宅地域

となっています。

〇 地域拠点かつ産業拠点であるテクノポリスセンター地区，瑞穂野

団地周辺では，広域交通の利便性などを活かしながら，居住や生

活利便機能，産業機能が調和した居住地，産業地の維持・形成が

求められます。

〇 また，清原工業団地等の工業団地では，良好な産業地等としての

生産環境等の維持・強化が求められます。

〇 地域の農業振興や農村地域の活性化のため，その基盤となる優良

な農地の適切な保全や，これを支える良好な定住環境，市街化調

整区域の地域拠点・小学校周辺を中心とした地域の活力，コミュ

ニティを維持していく必要があります。

〇 地域の道路網は，産業軸である鬼怒テクノ通りや，みずほの通り

などの整備により，交通円滑化や広域的な交流促進や物流機能等

の強化が求められます。

〇 公共交通は，東西基幹公共交通として，中心部と清原工業団地，

テクノポリスセンター地区などを結ぶＬＲＴの整備が進められて

います。今後の高齢化の進行などに対応するため，基幹的な公共

交通などを補完するバス路線や地域内交通の充実が必要になって

います。

〇 ＬＲＴ整備を契機として，その沿線の立地ポテンシャルを活かし

ながら，地域特性に応じた土地利用を促進し，目指す都市構造の

強化や経済活動の活性化，交流人口の拡大など，本市の更なる発

展につなげていくことが求められます。

 ▲ 鬼怒川沿いの田園風景

 ▲ 鬼怒川緑地運動公園

 ▲テクノポリスセンター地区

 ▲清原工業団地

 ▲ 瑞穂野団地
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（２）地域整備の将来イメージ

「「豊かな自然・水・産業が調和した，豊かな自然・水・産業が調和した，

活活力・魅力あふれる都市環境づくり」力・魅力あふれる都市環境づくり」

　清流が流れる鬼怒川の適切な保全・活用や，その流域の田園環境等の維持・保全に努めるとと

もに，それらの豊かな自然と産・学・住・遊の機能が調和し，新たな交通軸であるＬＲＴで中心

部などと結ばれた活力と魅力あふれる都市の形成を図ります。

（３）地域整備の主要方針

１） ＬＲＴ沿線などの地域特性に応じた利便性の高い拠点の形成

 　ＬＲＴ整備を契機として，トランジットセンターや停留場周辺などの各地域の特性に応じた利

便性の高い拠点の形成を図るなど，ＬＲＴ沿線のまちづくりを促進します。

　テクノポリスセンター地区では，鬼怒左岸地域の発展の核として，日常的な生活サービスを提

供する身近な都市機能等の誘導や地域コミュニティの核となる新設小学校の整備とともに，周辺

に展開する工業団地の職住近接等の受け皿となるゆとりと質の高い生活空間を備えた良好な市街

地の形成を図ります。

　ＬＲＴの（仮称）ベルモール前停留場周辺等では，交通の利便性や既存の都市基盤等を活用し

ながら，日常的な生活サービスを提供する身近な都市機能等を誘導し，良好な居住環境の形成を

図ります。また，（仮称）下平出停留場周辺では，平石地区の地域拠点として周辺の自然・田園環

境等と調和しつつ，食料品・日用品を買う店舗や身近な医療施設等の誘導や，地域が主体となっ

た良好な居住地形成を促進することなどにより，地域の活力やコミュニティの維持を図ります。 

　ＬＲＴ等の新たな交通結節点となる（仮称）平出町停留場周辺のトランジットセンターゾーン

では，停留場や駅前広場，駐車場等と一体となって，ＬＲＴ利用者のための利便機能や交通結節

拠点にふさわしい交流機能などの導入を進めます。また，トランジットセンターゾーンの周辺では，

本市の更なる発展につながる立地のポテンシャルを活かした将来的な土地利用を検討するなど，交

通結節拠点の形成に取り組みます。
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 　清原工業団地，テクノポリスセンター地区や，瑞穂野工業団地を中心に，広域的な道路交通の

利便性など立地の優位性を活かしながら，産業・流通機能等の維持・強化や誘導を図るなど産業

拠点の形成を図ります。

２） 市街化調整区域の地域拠点や小学校周辺を中心とした地域コミュニティや活力の

維持向上

 　地域コミュニティの核となる市街化調整区域の地域拠点（平石地区市民センター周辺）や小学

校周辺（平石北・清原中央・清原南・清原北・清原東・瑞穂野北・瑞穂野南の各小学校周辺）では，

周辺の自然・田園環境等と調和しつつ，地域が主体となった良好な居住地形成を促進することな

どにより，地域の活力やコミュニティの維持・向上を図ります。

４） ＬＲＴ・バス等の公共交通の連携によるネットワークの充実・強化

 　中心部と東部地域などを連絡する東西基幹公共交通として，ＬＲＴ整備を推進するとともに，幹

線バス路線の再編や地域内交通を充実し，それらの公共交通の連携を強化することにより，誰も

が利用しやすい公共交通ネットワークの形成を図ります。

５） 鬼怒川や周辺の自然環境の保全・活用

 　清流軸である鬼怒川や周辺の田園地帯と集落の屋敷林など，水と緑が一体となった豊かな自然

環境を保全するとともに，鬼怒川の広大な水辺空間を活かした市民の憩いと安らぎやスポーツ・

レクリエーションの場として活用を図ります。
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（４）分野別の地域整備方針

１）土地利用の方針

〇 地域拠点，産業拠点であるテクノポリスセンター地区では，戸建住宅を中心としたゆとりある

良好な住宅地などの生活空間との調和を図りながら，商業系用地における商業・業務・サービ

ス機能等の立地誘導など地域の日常生活を支える商業地の形成や，業務系用地における生産機

能等の立地誘導を図ります。

〇 地域拠点である瑞穂野団地周辺では，中心部と地域内を連絡する幹線バス路線などの利便性を

活かしながら，日常的な生活サービスを提供する機能の立地誘導を図ります。

〇 ＬＲＴのトランジットセンターを整備する（仮称）平出町停留場周辺では，新たな交通結節点

としての立地ポテンシャルを活かした新たな土地利用を検討するなど，交通結節拠点の形成に

取り組みます。

〇 産業拠点である清原工業団地等は，JR 宇都宮駅へのＬＲＴによる公共交通のアクセスや広域的

な道路交通の利便性を生かしながら，良好な産業地等としての生産環境等を維持・強化します。

〇 地域西部の市街地や清原台においては，戸建住宅や集合住宅等が調和した住宅地の形成を図り

ます。また，幹線道路沿道の市街地では，住宅と住宅以外の用途が調和した住宅地の形成など

市街地環境の向上を図ります。

〇 集落地は，集落性や農業生産基盤など地域の状況を踏まえながら，生活道路など生活環境施設

の充実など定住環境の維持に努めます。特に，ＬＲＴの（仮称）下平出停留場を含む平石地区

の地域拠点や，市街化調整区域の小学校周辺では，地域コミュニティの中心として，周辺の自

然環境や営農条件，景観等との調和に配慮しながら，良好な居住地の形成を誘導するなど，地

域の活力やコミュニティの維持を図ります。

〇 （仮称）下竹下停留場周辺は，鬼怒川の豊かな自然環境や飛山城跡など貴重な地域資源を有して

いることから，これらの魅力向上に取り組むとともに，ＬＲＴと連携しながら，地域資源を活

かした交流を促進します。

〇 鬼怒川流域の水田地帯や畑作地帯は，農業地としての維持・保全を図るなど，良好な営農環境

の維持に努めます。また，地域の特徴である谷戸や段丘の斜面緑地，平地林などの良好な自然

環境を保全します。
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２）交通体系の整備方針

〇 都市間・地域間の広域的な連携や交流の促進，産業活動の活性化などに資する道路ネットワー

ク強化のため，都市計画道路等の広域幹線道路の整備を推進します。

〇 中心部をはじめとした各拠点・地域との連携強化のためＬＲＴの整備を推進します。また，合

わせてバス路線の再編を進めるとともに，基幹・幹線公共交通を補完する地域内交通の充実を

図るなど，公共交通ネットワークの充実・強化を図ります。

３）緑のネットワークの方針

〇 清流軸の鬼怒川は，緑のネットワークとして保全を図り，良好な河川環境の維持・保全に努め

るとともに，周辺環境との調和を図りながら，サイクリングロードや公園・緑地などスポーツ・

レクリエーションの場，市民の憩いの場としての活用や機能の充実を図ります。

〇 みずほの自然の森公園や鬼怒川緑地運動公園，国指定史跡の「飛山城跡」など大規模公園や緑

の拠点の活用を図ります。

〇 ふるさとの原風景ともいえる緑豊かな景観を形成する鬼怒川流域の田園地帯や屋敷林の保全に

努めます。

〇 テクノポリスセンター地区や清原工業団地等において，快適な都市環境の維持や潤いある景観

形成のため，緑化を推進します。

４）市街地整備の方針

〇 宇都宮大学東南部地区等では，土地区画整理事業などの推進などにより，安全・安心で快適な

居住環境の形成を図ります。

〇 市街化区域における，ＬＲＴのトランジットセンターや停留場周辺等では，地域特性に応じて，

市街地整備手法など多様な方策による魅力ある市街地形成や都市機能や居住の誘導などに取り

組みます。

〇 都市の低炭素化の効果的な促進を図るため，新たな交通軸となるＬＲＴ沿線をモデルエリア　　

として，ＬＲＴのトランジットセンターへの省エネ・再エネ設備の導入や周辺街区も含めた　エ

ネルギーの効率的な利活用，端末交通における低炭素化などの事業の構築に取り組みます。

５）景観形成の方針

〇 未来のまちのシンボルとなるＬＲＴや，その沿線まちづくりとの連携を図りながら，ＬＲＴが

走る姿やＬＲＴからの眺望をより魅力的なものとするため，ＬＲＴ沿線の魅力・風格ある景観

づくりを推進します。
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６）その他のまちづくりの方針

〇 飛山城跡など歴史・文化的資源の保全・活用を図ります。

〇園芸農業を活かし，野菜や果樹の直売など都市と農村の交流を促進します。

〇 テクノポリスセンター地区における快適な教育環境の確保や地域コミュニティの核として，地

区内の公益施設用地を活用し小学校を新設します。
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■地域整備方針図

都心商業業務地
都心業務地

近隣商業地

低層住宅地

一般住宅地

複合住宅地

都心居住地

沿道複合地

産業流通地

農業地

集落地

森林地

河川

大規模公園・緑地

大規模施設

小学校

中学校

市役所

地区市民センター

小

中

環境軸

都市拠点

地域拠点

交通結節点周辺

産業拠点

観光拠点

地域コミュニティ

維持エリア

拠点

都市軸

高速道路

新幹線

みどりの軸

清流軸　基幹公共交通（鉄道）

　基幹公共交通（LRT）

　道路ネットワーク

　（3環状12放射道路など）

広域連携交流軸 地域連携交流軸

産業軸

産業軸

主要施設

土地利用

（地域高規格道路）

高根沢町へ

地域拠点

（岡本駅周辺）へ

都市拠点へ

芳賀町へ

益子町へ

真岡町へ

上三川町へ

都市計画道路の整備

（産業通り）

地域拠点等（都市機能

誘導区域）へ誘導策に

より居住や生活利便施

設等を誘導

市街化調整区域の地域

拠点での地区計画制度

等を活用した居住地形成

産業拠点である清原・瑞穂野工

業団地及びテクノポリスセン

ター地区では，良好な産業地等

としての生産環境を維持・強化

交通結節点周辺（トランジットセ

ンターゾーン）では，ＬＲＴ利用

者の利便機能や立地ポテンシャル

を活かした交流機能などの導入に

向け，新たな土地利用を推進

河川の整備

（越戸川バイパス）

雨水幹線の整備

（江川第４排水区）

市街化調整区域の小学

校周辺では，地区計画

制度等を活用した居住

地形成

雨水幹線の整備

（平出工業団地関連排水区）

土地区画整理事業

（宇都宮大学東南部地区）

の推進

地域内交通の充実

（地域全体）

ＬＲＴ整備と合わせた

バスネットワークの再

編（地域全体）

ＬＲＴ整備の推進

産業拠点と IC 等を結ぶ

産業軸では，地域高規

格道路の整備等により

物流機能等を促進

バス路線のサービス水

準の維持・向上

大規模公園や緑の拠点

の活用

・良好な河川環境の維持・

保全

・スポーツ・レクリエー

ションの場，市民の憩

いの場としての活用や

機能の充実

テクノポリスセンター

地区新設小学校の整備

歴史的・文化的資源で

ある飛山城跡の保全・活用

ＬＲＴと連携しながら，

周辺の地域資源を生か

した交流を促進

都市計画道路の整備

（みずほの通り）
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■将来都市構造における南部地域の位置

南部地域

姿川地区姿川地区

陽南地区陽南地区 横川地区横川地区

雀宮地区雀宮地区

都心拠点へ

鹿沼市へ

壬生町へ

下野市へ

上三川町へ

土
地
利
用

2525

1010

55
222626

55
22
44

1212

223322
2525

88

2424
22

55

1515

33

33

33

88
22 33

南部

田

畑

山林

水面

その他の自然地

住宅用地

商業用地

工業用地

公益用地

道路用地

交通施設用地

公共空地

その他の公的施設用地

その他の空地市全体

人
口
・
世
帯
数

人口

世帯
148,703 151,005 153,375 155,728 159,357 160,845 161,058

55,686 58,368 61,123 63,841 66,696 69,084 71,265

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

（世帯）（人）

2000
(H12)

2003
(H15)

2006
(H18)

2009
(H21)

2012
(H24)

2015
(H27)

2018
(H30)

出典：住民基本台帳（各年９月末）

出典：平成 28 年都市計画基礎調査

■主要データ
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（１）現状と課題

〇 本地域は，JR 宇都宮線や東武宇都宮線，国道 4 号，主要地方道宇

都宮栃木線沿いを中心に，市街地が形成され，その周辺には田川・

姿川流域を中心とした田園地帯が広がっています。

〇 雀宮駅西側は，古くから市街地が形成され，また，市街化が急激

に進行したこともあり，地域の骨格となる都市計画道路等の都市

基盤の整備が課題となっています。

〇 鶴田地区では，スプロール化した市街地の改善を図るとともに，

道路・公園等の都市基盤の整備により市街地環境を改善するため，

土地区画整理事業を進めています。

〇 鶴田沼周辺は，まとまった身近な樹林地，谷戸があるなど，市街

化区域内に残る貴重で豊かな自然環境となっています。また，聖

山公園内には縄文時代の前期の集落跡である国指定史跡の ｢根古

谷台遺跡｣ があり，自然と歴史的環境の調和が図られた公園となっ

ています。

〇 宇都宮上三川インターチェンジ周辺のインターパーク地区では，

広域交通の利便性などを活かしながら，居住や生活利便機能，産

業機能が調和した居住地，産業地の維持・形成が求められます。

〇 栃木県総合運動公園とその周辺では，スポーツ・レクリエーショ

ン活動の拠点施設等の整備が進められています。

〇 地域の農業振興や農村地域の活性化のため，その基盤となる優良

な農地の適切な保全や，これを支える良好な定住環境，市街化調

整区域の地域拠点・小学校周辺を中心とした地域の活力，コミュ

ニティを維持していく必要があります。

〇 公共交通は，JR 宇都宮線・東武宇都宮線や，中心部と地域拠点な

どを結ぶバス路線が幹線的な役割を果たしています。今後の高齢

化の進行などに対応するため，幹線的な公共交通やそれを補完す

る路線バス，地域内交通などの充実が必要になっています。

 ▲ 田園風景（雀宮地区）

 ▲ 鶴田沼

 ▲ 聖山公園と遺跡の広場

 ▲ インターパーク地区

 ▲  栃木県総合運動公園
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（２）地域整備の将来イメージ

「「ひと・ものが交流する，ひと・ものが交流する，

活活力ある市街地と快適な居住環境づくり」力ある市街地と快適な居住環境づくり」

　鉄道駅周辺や幹線交通沿線などの交通利便性や人口集積を活かし，商業，工業，文化，交流等

の都市機能の充実を図るとともに，農業の振興に努め，人やものの活発な交流と活力ある都市活動，

多様なライフスタイルを支える市街地と快適な居住環境の形成を図ります。

（３）地域整備の主要方針

１） 雀宮駅や鶴田駅周辺及び東武宇都宮線の各駅周辺での生活利便機能の充実

 　交通結節点である雀宮駅や鶴田駅，東武宇都宮線の各駅周辺では，地域の特性に応じて駅への

アクセス性など利便性向上を図るとともに，日常的な生活サービスを提供する身近な都市機能等

を誘導し，良好な居住環境の形成を図ります。

２） 市街化調整区域の地域拠点や小学校周辺を中心とした地域コミュニティや活力の

維持向上

 　地域コミュニティの核となる市街化調整区域の地域拠点（横川地区市民センター周辺）や小学

校周辺（横川東・姿川中央・雀宮東の各小学校周辺）では，周辺の自然・田園環境等と調和しつ

つ，地域が主体となった良好な居住地形成を促進することなどにより，地域の活力やコミュニティ

の維持・向上を図ります。

３）広域交通の利便性を活かした産業・流通機能等の充実

 　北関東自動車道や新４号国道など広域交通の結節点であるインターパーク地区を中心に，広域

的な道路交通の利便性など立地の優位性を活かしながら，産業・流通機能等の維持・強化や，そ

の誘導を図るとともに，生活利便性が高い郊外型のゆとりある良好な住宅地としての環境を維持・

形成します。
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４） 総合運動公園におけるスポーツ・レクリエーション拠点の形成

 　西川田地区の栃木県総合運動公園では，総合スポーツゾーンの整備促進など新たな地域の顔と

なるスポーツ・レクリエーション拠点の形成を図ります。

５）田川・姿川や周辺の自然環境の保全・活用

 　田川・姿川や，その流域の田園地帯，樹林地，屋敷林など水と緑が一体となった豊かな自然環

境の保全を図ります。

（４）分野別の地域整備方針

１）土地利用の方針

〇 交通結節点である雀宮駅や鶴田駅，東武宇都宮線の江曽島駅，西川田駅の各周辺では，商業・業務・

サービス機能等の誘導を図り，日常生活を支える商業地の形成を図ります。

〇 産業拠点であるインターパーク地区は，広域交通の結節点としての立地特性を活かした産業や

流通業務機能など，本市の活力を持続的に創出する機能の誘導を図るとともに，南部地域の生

活利便性の向上や近隣都市との交流促進に寄与する商業地を配置します。

〇 鶴田駅周辺から鹿沼街道周辺にかけての市街地では，主に戸建住宅を中心としたゆとりある良

好な低層住宅地の形成を誘導します。また，江曽島駅周辺地域以南の市街地では，住宅を主体

としつつも，集合住宅や中小規模の店舗等が調和した良好な住宅地の形成を図ります。幹線道

路沿道の市街地では，住宅と住宅以外の用途が調和した住宅地の形成など市街地環境の向上を

図ります。

〇 田川，姿川流域に広がる農業地は，その維持・保全を図るなど，良好な営農環境の維持に努めます。

また，集落地は，集落性や農業生産基盤など地域の状況を踏まえながら，生活道路など生活環境

施設の充実など定住環境の維持に努めます。特に，地域コミュニティの中心となる市街化調整

区域の地域拠点や小学校周辺では，周辺の自然環境や営農条件，景観等との調和に配慮しながら，

良好な居住地の形成を誘導するなど，地域の活力やコミュニティの維持を図ります。
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２）交通体系の整備方針

〇 東西交通の円滑化や交通渋滞の緩和が図れるよう，骨格的な道路網である産業通りの整備を推

進するとともに，鉄道駅へのアクセス向上や地域内の円滑な交通を確保するため，雀宮駅前線

などの都市計画道路等の整備を推進します。

〇 拠点間を連絡する幹線的なバス路線のサービス水準の維持・向上や地域の日常生活を支える地

域内交通の充実を図るなど，公共交通ネットワークの充実・強化を図ります。

３）緑のネットワークの方針

〇 田川・姿川や周辺の樹林地とその周囲に広がる水田や屋敷林の保全に努めます。

〇 鶴田沼緑地は，市民が身近にふれあうことのできる都市における貴重な緑空間として，保全・

整備を推進し，活用を図ります。

〇 宮原運動公園は，老朽化した運動施設の再整備とともに，市民の健康づくり，憩いの場として

の整備や防災機能の強化など公園機能の充実を図ります。

〇栃木県総合運動公園は，スポーツ・レクリエーション拠点としての整備を促進します。

〇 雀宮駅周辺地区やインターパーク地区では，快適な都市環境の維持や潤いある景観形成のため，

緑化を推進します。

４）市街地整備の方針

〇 鶴田地区等では，土地区画整理事業により，道路や公園等の都市基盤を整備し，良好な都市環

境を有する市街地形成を推進します。

５）景観形成の方針

〇 本市南部地域の玄関口であり，地域拠点である雀宮駅周辺では，駅舎や駅前広場，文教施設等

の周辺の公共施設の景観を保全・活用しながら，それらと調和した安らぎと賑わいが感じられ

る良好な駅前景観の形成を進めます。

６）その他のまちづくりの方針

〇 国指定史跡の「上
かみこうぬし

神主・茂原官
かんが

衙遺跡」など歴史的資源の保全を図ります。
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■地域整備方針図

都心商業業務地
都心業務地

近隣商業地

低層住宅地

一般住宅地

複合住宅地

都心居住地

沿道複合地

産業流通地

農業地

集落地

森林地

河川

大規模公園・緑地

大規模施設

小学校

中学校

市役所

地区市民センター

小

中

環境軸

都市拠点

地域拠点

交通結節点周辺

産業拠点

観光拠点

地域コミュニティ

維持エリア

拠点

都市軸

高速道路

新幹線

みどりの軸

清流軸　基幹公共交通（鉄道）

　基幹公共交通（LRT）

　道路ネットワーク

　（3環状12放射道路など）

広域連携交流軸 地域連携交流軸

産業軸

産業軸

主要施設

土地利用

（地域高規格道路）

都市拠点へ

壬生町へ

下野市へ

上三川町へ

鹿沼市へ

総合スポーツゾーンの

整備

地域拠点等（都市機能

誘導区域）へ誘導策に

より居住や生活利便施

設等を誘導

市街化調整区域の地域

拠点では，地区計画制度

等を活用した居住地形成

市街化調整区域の小学

校周辺では，地区計画

制度等を活用した居住

地形成

雨水幹線の整備

（中丸川排水区）

雀宮駅周辺の都市基盤

整備・周辺道路整備

（国道４号，雀宮駅前線，

安塚街道等）

産業拠点であるイン

ターパーク地区では，

良好な産業地等として

の生産環境等を維持・強化バス路線のサービス水

準の維持・向上

都市計画道路の整備

（鶴田宝木線）

鶴田沼緑地の保全・整

備・活用

土地区画整理事業

（鶴田地区）の推進

宮原運動公園の再整備

姿 川，樹 林 地，水 田，

屋敷林の保全

市街化区域の幹線交通

軸（幹線道路等）の沿

線などの居住誘導区域

では，誘導策により居

住を誘導

雀宮駅周辺の魅力ある

街並み景観の形成

都市計画道路の整備

（産業通り）

歴史的資源の保全

（上神主・茂原官衙遺跡）
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